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視察研修
東京都中央卸売市場大田市場を見学

作目別コース「施設野菜」
先進農家の圃場を見学

作目別コース「水稲」
無人ヘリによる散布作業を見学

今
年
度
は
、
作
目
ご
と
の
専

門
的
な
知
識
の
習
得
を
さ
ら
に

深
め
る
た
め
、
新
た
な
取
組
み

と
し
て
「
施
設
野
菜
」「
ネ
ギ
」

「
露
地
野
菜
」「
水
稲
」
の
４
つ

の
作
目
別
コ
ー
ス
（
各
２
～
３

回
）
を
開
催
し
、
先
進
農
家
の

視
察
や
具
体
的
な
栽
培
技
術
に

つ
い
て
の
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

他
に
も
、
市
場
の
見
学
、
先

輩
農
家
と
の
交
流
会
、
簿
記
講

習
会
な
ど
多
様
な
研
修
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
研
修
内
容
は
毎

年
見
直
し
を
行
い
、
よ
り
充
実

さ
せ
な
が
ら
、
青
年
農
業
者
を

支
援
し
て
い
き
ま
す
。

山
武
農
業
事
務
所
で
は
、
新

規
に
就
農
し
た
概
ね
39
歳
ま
で

の
青
年
農
業
者
45
名
を
対
象
に
、

３
年
間
の
コ
ー
ス
で
「
農
業
経

営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
。

農
業
経
営
体
育
成
セ
ミ
ナ
ー

で
は
、１
年
目
は
農
業
全
般
に
関

す
る
基
本
的
な
知
識
、
２
年
目

は
作
目
ご
と
の
専
門
的
な
知
識

を
習
得
し
、
３
年
目
は
主
体
的

な
経
営
者
と
な
る
た
め
の
経
営

管
理
能
力
の
向
上
を
目
標
に
段

階
的
な
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
参
加
者
募
集

次
年
度
の
農
業
経
営
体
育
成

セ
ミ
ナ
ー
（
５
月
開
講
予
定
）

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

興
味
の
あ
る
方
は
山
武
農
業
事

務
所
改
良
普
及
課
（
０
４
７
５

‐
５
４
‐
０
２
２
６
）
ま
で
御

連
絡
下
さ
い
。

山
～農業経営体育成セミナーの取り組み～
武の若い力を応援します！
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あ
な
た
の
農
産
物
や
加
工
品
は
、

直
売
施
設
で
の
売
れ
行
き
は
い
か
が

で
す
か
。

店
内
で
、
消
費
者
が
商
品
を
買
う

と
き
の
情
報
源
は
、
ま
ず
店
頭
で
商

品
と
そ
の
説
明
ポ
ッ
プ
を
見
た
こ
と

が
、
第
一
位
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
晩
の
夕
食
メ
ニ
ュ
ー
を

決
め
て
か
ら
買
い
物
に
行
く
消
費
者

は
少
な
い
の
が
現
状
で
す
。

そ
こ
で
、
生
産
者
と
し
て
は
、
消

費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
商
品
を
提
供

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ
は
、
稲
の
害

虫
で
移
植
直
後
の
柔
ら
か
い
葉
や
茎

を
好
ん
で
食
べ
、
生
育
や
収
量
に
大

き
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
す
。
生
息

域
は
拡
大
傾
向
に
あ
り
ま
す
の
で
、

発
生
が
確
認
さ
れ
た
ら
早
め
に
対
策

を
行
い
ま
し
ょ
う
。

【
対
策
】

◦
11
～
2
月
（
冬
季
）

田
面
を
乾
か
し
、
厳
寒
期
に
耕
う

ん
す
る
こ
と
で
、
越
冬
中
の
貝
を
寒

気
に
さ
ら
し
た
り
、
貝
を
破
壊
し
て

殺
し
ま
す
。
浅
く
細
か
く
、
数
回
耕

う
ん
す
る
と
効
果
が
高
く
な
り
ま
す
。

◦
3
～
7
月（
代
か
き
前
～
生
育
期
）

用
水
等
か
ら
本
田
へ
の
侵
入
を
防

ぐ
た
め
に
、
入
水
口
・
排
水
口
に
網

を
設
置
し
ま
し
ょ
う
。
移
植
後
２
～

３
週
間
、
水
深
４
㎝
以
下
の
浅
水
管

理
を
行
う
こ
と
で
、
貝
の
活
動
を
鈍

ら
せ
初
期
の
食
害
を
減
ら
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
薬
剤
散
布
も
効

果
的
で
す
。
卵
塊
は
産
卵
後
、
早
期

ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ
イ

（
ジ
ャ
ン
ボ
タ
ニ
シ
）
の

被
害
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う

商
品
の
魅
力
を

伝
え
る
Ｐ
Ｏ
Ｐ

（
ポ
ッ
プ
）を
作
ろ
う

に
水
中
に
払
い
落
す
か
、
潰
し
ま

し
ょ
う
。

◦
9
～
10
月
（
収
穫
後
）

湛
水
が
可
能
な
ほ
場
で
は
、
収
穫

後
に
水
を
入
れ
、
ス
ク
ミ
リ
ン
ゴ
ガ

イ
が
活
動
を
始
め
た
ら
石
灰
窒
素

（
20
～
30
㎏
／
10
ａ
）
を
散
布
し
ま

す
。
３
～
４
日
湛
水
状
態
で
放
置
し

て
か
ら
、
自
然
減
水
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

そ
こ
で
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
と
し
て

消
費
者
に
他
商
品
と
の
違
い
や
特
徴

が
伝
わ
る
ポ
ッ
プ
を
作
り
、
商
品
力

を
高
め
ま
し
ょ
う
。

ポ
ッ
プ
に
は
、「
消
費
者
に
伝
え

た
い
、
宣
伝
し
た
い
」
こ
と
、
食
べ

た
感
想
（
味
・
歯
ご
た
え
）、
簡
単

な
食
べ
方
な
ど
を
入
れ
、
消
費
者
目

線
で
書
き
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
ポ
ッ
プ
を
作
る
時
の
注
意

点
と
し
て
、
伝
え
た
い
事
を
一
言
で

簡
潔
に
書
く
、
普
段
使
っ
て
い
る
言

葉
で
親
し
み
や
す
く
書
く
、
文
字
は

曲
線
で
丸
み
の
あ
る
字
で
、
文
字
の

強
弱
を
付
け
て
描
く
こ
と
が
必
要
で

す
。
あ
な
た
の
豊
か
な
感
性
で
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
ポ
ッ
プ
を
作
り
販
売
拡
大

を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。

スクミリン
ゴガイ

　下部（開口部）の層が広く、全体
的に丸いのが特徴です。ピンク色の
卵塊を産みます。 

マルタニシ

　日本の在来種で、稲へ被害を与え
ることはありません。らせん上部の
層が広く全体的に細長いのが特徴で
す。卵は産まずに、胎内で卵を孵化
させ稚貝となって出てきます。 

スクミリンゴガイと在来種（マルタニシ）の違い

◦加工材料や製造法、たれの
使い方を消費者にPR   　

す
る
こ
と
、
ま
た
そ
の
商
品
の
情

報
を
提
供
す
る
こ
と
で
販
売
向
上

が
期
待
で
き
ま
す
。

効
果
的
な
ポ
ッ
プ
と
は
！

ポ
ッ
プ
に
商
品
名
＋
価
格
＋
量

目
等
の
基
本
的
な
内
容
の
み
書
か

れ
た
も
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
だ
け
で
は
消
費

者
の
「
買
い
た
い
」
と
い
う
感
情

を
引
き
出
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
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「
農
地
の
出
し
手
へ
の
協
力
金
」

畑
で
同
じ
作
物
を
作
り
続
け
て
い

る
と
病
害
が
増
え
る
、
生
育
が
悪
く

な
り
減
収
に
つ
な
が
る
等
の
連
作
障

害
が
発
生
し
ま
す
。

連
作
障
害
を
防
ぐ
た
め
に
は
緑
肥

の
導
入
が
効
果
的
で
す
。

分
解
が
早
い
こ
と
、
カ
ラ
シ
ナ
に
含

ま
れ
る
辛
み
成
分
が
土
壌
病
害
を
軽

減
す
る
効
果
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
こ
と
等
の
利
点
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
大
麦
の
リ
ビ
ン
グ
マ
ル
チ

の
利
用
も
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
夏
季
に
畝
間
で
リ
ビ
ン
グ
マ
ル

チ
用
大
麦
を
播
き
、
日
陰
を
作
る
こ

と
で
地
温
の
上
昇
を
防
ぐ
技
術
で
、

ネ
ギ
で
の
夏
越
し
対
策
試
験
が
進
ん

で
い
ま
す
。

農
地
を
管
理
す
る
の
が
難
し
く

な
っ
て
き
た
の
で
貸
し
た
い
が
相
手

を
見
つ
け
ら
れ
な
い
、
経
営
規
模
を

拡
大
し
た
い
が
借
り
ら
れ
る
農
地
を

探
す
の
が
大
変
等
の
地
域
が
抱
え
る

人
と
農
地
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め

に
作
ら
れ
た
新
し
い
仕
組
み
で
す
。

今
年
度
か
ら
各
都
道
府
県
に
一
つ

設
置
さ
れ
た
「
農
地
中
間
管
理
機

構
」（
千
葉
県
は
、
公
益
社
団
法
人

千
葉
県
園
芸
協
会
）
は
、
農
業
振
興

地
域
内
の
農
地
を
借
り
受
け
て
、
ま

と
ま
り
の
あ
る
形
で
担
い
手
に
貸
し

付
け
る
公
的
機
関
で
す
。

事
務
の
窓
口
は
市
町
村
が
行
っ
て

お
り
、
ま
と
ま
っ
た
農
地
を
機
構
へ

貸
し
付
け
た
地
域
に
は
市
町
村
を
経

由
し
て
協
力
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

ま
た
、
農
地
を
機
構
に
貸
し
付
け

た
個
人
に
も
要
件
を
満
た
せ
ば
協
力

金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

た
だ
し
、
現
地
確
認
の
結
果
、
借

り
手
が
な
さ
そ
う
な
耕
作
放
棄
地
等

は
、
機
構
は
借
り
受
け
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
ま
す
。

ネ
ギ
の
連
作
圃
場
で
緑
肥

を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

「
農
地
中
間
管
理
機
構
」
を

活
用
し
た
担
い
手
へ
の
農
地
集
積

機
構
か
ら
農
地
を
借
り
た
い
場
合

は
、
機
構
が
行
う
借
受
希
望
者
の
募

集
に
応
募
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

農
地
の
貸
付
先
は
、「
人
・
農
地

プ
ラ
ン
」
作
成
済
地
域
で
あ
れ
ば
そ

の
内
容
を
尊
重
す
る
等
、
公
正
な

ル
ー
ル
の
下
で
機
構
が
決
定
し
ま
す
。

詳
細
は
、
千
葉
県
園
芸
協
会
農
地

部
（
０
４
３
‐
２
２
３
‐
３
０
１

１
）・
各
市
町
農
政
関
係
課
・
山
武

農
業
事
務
所
企
画
振
興
課
（
０
４
７

５
‐
５
４
‐
１
１
２
２
）
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
地
域
集
積
協
力
金
（
地
域
）

　
　

地
域
内
で
一
定
割
合
の
農

地
を
貸
付
け
た
場
合

②
経
営
転
換
協
力
金
（
個
人
）

　
　

離
農
や
経
営
転
換
に
よ
り

全
自
作
地
を
貸
付
け
た
場
合

③
耕
作
者
協
力
金
（
個
人
）

　
　

担
い
手
の
農
地
に
隣
接
又

は
面
的
要
件
を
満
た
す
農
地

を
貸
し
付
け
た
場
合

緑
肥
を
栽
培
す
る
効
果
は

①
有
機
物
を
補
充
し
て
土
壌
の
物

理
性
を
改
善
す
る

②
導
入
す
る
緑
肥
に
よ
っ
て
は
セ

ン
チ
ュ
ウ
や
土
壌
病
害
の
被
害

を
軽
減
す
る
こ
と
が
で
き
る

③
冬
場
に
土
壌
の
飛
散
や
肥
料
の

流
亡
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る

等
が
あ
り
ま
す
。

実
際
の
使
用
例
と
し
て
は
冬
の

間
に
利
用
さ
れ
て
い
る
ア
ン
ジ
ェ

リ
ア
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
10
月
播

種
で
４
月
に
す
き
込
み
、
若
し
く

は
３
月
播
種
で
５
月
に
す
き
込
み

と
い
う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
栽
培
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
注
目
を

集
め
て
い
る
の
が
ア
ブ
ラ
ナ
科
の

カ
ラ
シ
ナ
で
す
。
す
き
込
み
後
の

リビングマルチの圃場
畝間の大麦によって夏場の地温上昇を防ぐ。
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平
成
26
年
11
月
３
日
、
指
導
農
業

士
の
板
倉
靜
雄
氏
が
、「
文
化
の
日

千
葉
県
功
労
者
表
彰
」
を
受
賞
さ
れ

ま
し
た
。

板
倉
氏
は
大
網
白
里
市
に
て
野

12
月
４
日
、
東
金
文
化
会
館
小

ホ
ー
ル
に
、
農
業
者
と
関
係
者

２
３
０
名
が
集
い
、「
山
武
農
業
生

き
残
り
の
ヒ
ン
ト
を
探
る
」
を
テ
ー

マ
に
、
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

事
例
発
表
は
、
ち
ば
み
ど
り
農
協

の
ひ
か
り
ね
ぎ
研
究
会
長
の
加
瀬
大

敬
氏
と
山
武
市
農
業
委
員
の
中
村
順

子
氏
・
同
委
員
会
事
務
局
の
鈴
木
昌

子
氏
、
次
に
、
茨
城
県
古
河
市
の
㈲

森
フ
ァ
ー
ム
サ
ー
ビ
ス
の
森
雅
美
社

し
、
千
葉
県
立
農
業
大
学
校
の
学
生

等
の
研
修
受
入
を
は
じ
め
、
若
い
農

業
後
継
者
へ
農
業
技
術
・
経
営
指
導

を
行
う
な
ど
千
葉
県
農
業
の
担
い
手

育
成
に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

今
後
と
も
、
益
々
の
御
活
躍
を
御

期
待
い
た
し
ま
す
。

長
よ
り
農
業
経
営
へ
の
示
唆
に
富
む

講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
山
武
農
業
の
活
性
化

や
発
展
に
取
り
組
む
こ
と
へ
の
理
解

を
深
め
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た
。

菜
（
露
地
＋
施

設
）
と
水
稲
を

経
営
し
て
い
ま

す
。
指
導
農
業

士
と
し
て
平
成

元
年
よ
り
活
躍

山武市農業委員
中村　順子 氏 板倉　靜雄 氏

　

本
年
度
、
新
た
に
指
導
農
業
士
３

名
、
農
業
士
４
名
が
認
証
さ
れ
ま
し

た
の
で
御
紹
介
し
ま
す
。

指
導
農
業
士

農
業
士

◦
土
屋
　
彰
洋 

氏

◦
佐
瀬
　
仙
治
郎 

氏

◦
鈴
木
　
芳
孝 
氏

◦
田
中
　
和
明 

氏

◦
農
宮
　
広
隆 

氏

◦
高
橋
　
正
浩 

氏

◦
井
上
　
嘉
之 

氏

平
成
26
年
度
認
証
　
指
導

農
業
士
・
農
業
士
の
紹
介

東
金
市

水
稲
専
作

東
金
市

水
稲
専
作

山
武
市

水
稲
専
作

東
金
市

水
稲
専
作

東
金
市

水
稲
＋

施
設
野
菜

山
武
市

酪
農

芝
山
町

露
地
野
菜
＋

施
設
野
菜

文
化
の
日
千
葉
県
功
労
者
表
彰

大
網
白
里
市
　

板
倉 

靜
雄 

氏

山
武
農
業

フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催


